




は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
‘Umarī）著『高貴なる用語の解説』（al-Ta‘rīf bi-al-must・・alah・ al-šarīf 以下『高貴なる用語』


































































































































6 ）　dihrīz.  戦時のスルターンが用いる大きな天幕［ベイルート版：137頁注 2；Dozy, v. 1：467］。
7 ）　「記録しておくように」と訳した部分の原文はwa-l-yuh・arrir であるが，D2写本［f. 52b］，F
写本［f. 61b］などではwa-l-yah・tariz（用心するように）と記されている［校訂：131頁注 8］。







11）　h・āfir.  より正確には，ウマやロバなど奇蹄動物の蹄を意味する［堀内勝 1986：104頁］。






































16）　ūšāqīya. ūšāqīya/awšāqīya/ug㶅āqīya/wušāqīya については，S・ubh・, v. 5：454；Quatremère 

































19）　birsīm［Dozy, v. 1：71］.  スルターンのマムルークやアミールたちは，ギザの近くにあるうま
ごやし畑を毎年割り当てられた［Ayalon 1958：269 - 270］。
20）　校訂テキストでは，li-yastadillū（知るために）の yā’ が抜けているが，誤植である。なお，こ
の部分は馬の納入者である遊牧アラブを優遇するようにという指示と考えられる。



































28）　「流される」と訳した語は，校訂本では tag㶅riya と最初を t，末尾をター・マルブータにして
動名詞として読んでいるが，ベイルート版140頁では最初を t，末尾を hとしている。以下に示
した通り，諸写本を参照しても語頭と語末の形を確定できない。しかし，主語を al-d・arb（打撃）
にせざるを得ないこと，また g㶅 -r-y は動詞ととらざるを得ず，第 1形では直接目的語をとらない
ことから，ここでは yug㶅rī-hi（それを流す）と読んだ。
　語末を明らかにター・マルブータで読ませている写本は，F写本［f. 64a, l. 3］のみである。
D1写本［f. 90b, l. 4］，D2写本［f. 54b, l. 11］では最初を t，末尾を hとしているが，ター・マル
ブータの弁別点が付されないことは多いので，動詞であるか動名詞であるかはこの 2写本から
は判別できない。Ld 写本では，最初の文字には弁別点がなく，末尾は -hi と読ませている（た
だし，i を示す母音符号と考えたものが直前の文字 y の弁別点である可能性もある）［f. 40b, l. 
11］。S1写本の最初の文字には弁別点がないが，al-d・arb を主格に読ませており，末尾の文字は h
［f. 90b, l. 10］，Sh写本では最初の文字に弁別点がないものの母音符号 aが付されており，末尾は
-hi と読ませている［f. 73b, l. 6］。残る 3写本， B写本［f. 46b, l. 9］，L写本［f. 60a, l. 5］，S2写













































































39）　amīr Makka al-mu‘azz・・ama.  メッカのアミールについては，訳注（ 1）47 - 48頁も参照せよ。























41）　Na‘mān-hā（Na‘mān）.  メッカとターイフの間にある地名［“Na‘mān,”  Buldān］。








46）　Qus・ayy.  クライシュ族の族長。預言者ムハンマドの 5代前の先祖。クサイイが率いた時代に，
クライシュ族はカーバ神殿の管理権を手に入れ，メッカを支配するに至った［「クライシュ族」
『岩波イスラーム辞典』］。




48）　hād－ā al-masg㶅 id.  カーバのある聖モスク（al-Masg㶅 id al-H・arām）を指している。
49）　諺の引用［研究篇：191頁］。
50）　Rukn.  カーバの四角のうち，黒石がはめ込まれている東角（al-Rukn al-Aswad）のことであ
ろう。訳注（ 1）48頁注104参照。
51）　Maqām.  イブラーヒームの立所（Maqām Ibrāhīm）のことである。カーバの北東面（正面）
の前に位置し，イブラーヒーム（アブラハム）がカーバを建設したときに踏台にしたという石
がある［「カアバ」『岩波イスラーム辞典』］。





















55）　Mīzāb al-Rah・ma.  カーバの北西壁から突き出ている樋をこのように呼ぶ。
56）　Šīrawayh al-Daylamī（509/1115年没）の Firdaws al-ah
㵺
bār，G㶅 alāl al-Dīn al-Suyūt・ī（911/1505
年没）の al-G㶅 āmi‘ al-kabīr などのハディース集に，同主旨のハディースがみえる［研究篇192









59）　Minā.  聖モスクの東方約 5 kmに位置する谷。巡礼者はここに天幕を張って滞在する。投石儀
礼をおこなう悪魔の石柱（ジャムラ）がある［「ミナーの谷」『岩波イスラーム辞典』］。









62）　G㶅 am‘.  ムズダリファの別称の一つ［“G㶅 am‘,” Buldān; Ibn G㶅 ubayr：172］。校訂者は g㶅um‘（金
曜日）と読んでいるが，ベイルート版143頁の読みに従う。写本では，S1［f. 93b］が g㶅um‘，D1
［f. 92a］が g㶅am‘ と読むように母音点を付している。
63）　Muh・ass・・ab-hu（al-Muh・ass・・ab）.  聖モスクとミナーの間にある地名。「小石が敷き詰められた場
所」の意。バトハー／アブタフと同じ場所を指すようである［“al-Muh・ass・・ab,” Buldān］。
64）　「前歯」を意味する語が校訂では 侄-t－-w-r と綴られているが，正しくは t－u侄ūr である。




















































































74）　amīr al-Madīna al-mušarrafa.  メディナのアミールについては，訳注（ 1）48 - 49頁も参照
せよ。
75）　Ahl Bayt.  預言者ムハンマドの一族を指す［「アフル・アル＝バイト」『岩波イスラーム辞典』］。
メディナのアミールはフサイン家であり［訳注（ 1）：48頁］，「家の人々」に該当する。
76）　al-Rāfid・a.  シーア派に対する蔑称［「ラーフィド派」『岩波イスラーム辞典』］。
77）　佱ulāt al-Šī‘a.  シーア派の中でも過激な教義を主張する人々［「グラート」『岩波イスラーム辞











































85）　yatašākawna alīma murri al-firāqi.  一方，ベイルート版145頁，S・ubh・, v. 12：257，D1写本［f. 











































































91）　‘Ayn Sulwān.  シロアムの池。エルサレム東方のオリーブ山と市街地との間にあるワー
ディー・ジャハンナム（現在のワーディー・スィッティ・マルヤム）にある泉［“al-T・ūr,” EI2］。
92）　T・ayba.  メディナの一呼称［“T・ayba,” Buldān］。
93）　al-Ard・ al-Muqaddasa.  エルサレムとその周辺地域のこと［Hillenbrand 1999：301］。
94）　Yalamlam.  Alamlamとも言う。メッカ南方， 2日行程にあるティハーマ山地の中に位置する。

























96）　amīr al-‘arab.  このアミール・アルアラブとは，シリアの遊牧アラブを率いるアミールである。
マムルーク朝政権は，イル・ハーン朝との国境地域であるシリア北東部，ユーフラテス沿岸地
帯の警備を彼らに委ねていた［研究篇：195頁；訳注（ 3）44 - 45頁；佐藤次高 1986：105 -







99）　 6世紀に活躍した詩人 ‘Alqama b.  ‘Abada al-Tamīmī al-Fah・l の詩の一節［研究篇：195頁；




るのは，Lと B［f. 50a］の 2写本のみであり，その他の写本ではヤー（アリフ ･マクスーラ）
となっている。ここでは，後者に従って読み，‘adūw（敵）の複数形と解釈する。
101）　「恥知らずの顔が連れてこられる」とは，敵の情報が入ってくるさまの比喩であろう。




































たことについては，訳注（ 3）44 - 45頁を参照。
106）　aqbil ‘alā al-d－ikri al-g㶅amīli.  あるいは「美しい言葉を語るようにせよ」とも解釈できる。











して，通常のイクターとは異なる点もみられた［佐藤次高 1986：105 - 107頁］。
110）　ih
㵺








































113）　「汗馬」と訳した部分の末尾は，校訂テキストでは ‘atāq となっているが，‘atāq は ‘atīq の複
数形であり，この語の前に連なる単数の語と文法的に整合しない。そこで，ベイルート版148
頁注 3に従い ‘anāq と読み，mi‘nāq と同意の，馬に対する讃美の言葉と理解する。D1, D2, F









































uways・ira.  この名で知られる教友は少なくとも二人存在する。（ 1）D－ū al-H㵺
uways・ira 







人のいずれも失言により預言者に叱責された人物であることに違いはない［Usud, v. 2：172 -
173］。
121）　D－ū al-Yadayn.  本名は ‘Umar b. ‘Abd ‘Amr b. Nad・la.  ムハンマドの教友。両手利きであった
ため「両手の持ち主」もしくは「 2 本の左手の持ち主（D－ū al-Šimālayn）」と呼ばれた。バドル





126）　「汝が強固になる」と訳出した部分は，校訂テキストでは yaštaddu と未完了 3人称男性単数






















本［f. 99b, l. 9］と F写本［f. 70b, l. 9］は yaštaddu としているが，D2写本［f. 60b, l. 1］，Ld
写本［f. 44b, l. 5］，S2写本［f. 84b, l. 14］は taštaddu としており，L写本（底本）［f. 66a, l. 9］，




128）　「区別される」に相当する動詞を校訂テキストでは y-‘-r-f と未完了 3人称男性単数の形として
いるが，ベイルート版150頁および底本を含む各写本に従い tu‘rafu（未完了受動態 3人称女性
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